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■ 商品リスト 

■ 他のソフトウェアとの連携  

旧バージョン Jupiter1 のリスト（*.ls）ファイル、サンプルボード（*.sb）ファイルを読

み込むことが可能です。Venus や Rabbit（見積システム）、OD-Pro2*1 からも、ls

形式でデータ出力をすることにより連携することができます。また、Jupiter2 から ls

形式でファイル出力することが可能なので、Jupiter2 データを Venus、Rabbit で

利用することもできます。 

*1  OD-Pro2（メガソフト社 製 品 ）ではツールメニューの「フロア別 パーツ集 計 表 」、

「ゾーン別パーツ集計表」の「Jupiter 用フィールドセット」により一覧表を表示し、

それを csv ファイルで保存します。保存した csv ファイルを「メモ帳」で開きファイルの

先頭に改行を 2 つ入れ上書き保存します。そのファイルの拡張子を.ls に変更する

ことにより Jupiter2 で読込むことができます。 
Jupiter 用フィールドセットが表示されていない場合は、 
 床名称１、床名称２、（空）、品番、数量、（空）を 26 回追加し 
「Jupiter 用フィールドセット」として登録することができます。 

2.  動作環境  

Jupiter2 は Windows XP 用のソフトですが、以下の環境でも動作報告があります。

但し動作保証ではありませんのでご了承下さい。 

OS：Windows 7，8.1，10（64 ビットを含む）が動作する環境  

Office：Microsoft Excel 2003 以上必須（32 ビット版のみ） 

アプリケーション実行環境：Microsoft .NET Framework 3.5 

ハードディスク空き容量 500MB 以上（2GB 以上を推奨） 

3.  データの利用目的について 

Jupiter に収録の画像データ、商品データは商品説明にご利用いただくことを目

的としてご提供しております。目的以外でのご利用は固くお断りいたします。 

4.  インストールディスクについて 

インストールディスクは DVD です。DVD を読取り可能な装置が必要です。 

DVD のルートフォルダには img1、col、dotnet_install、kyouiku の 4 つのフ

ォルダと setup-jp2office.exe、Jupiter2 マニュアル.pdf の 2 つのファイルがあ

ります。 

DVD の内容を USB メモリなどの媒体にコピーしてインストールを行うこともできます。 
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5.  インストール 

Jupiter DVD-ROM をパソコンにセットします。 

1)  Microsoft .NET Framwork 

 Jupiter2 の動作には Microsoft .NET Framework が必要です。前年版からの

更新の場合はインストール済みとなりますので 2) へ進んでください。 

a) インストール状況を確認する 

[コントロールパネル]の[プログラムと機能（またはプログラムの追加と削除）]を

開きます。 

現在インストールされているプログラムの一覧をスクロールし、一覧の中に 

・Microsoft .NET Framework 1.1 

・Microsoft .NET Framework 2.0 

・Microsoft .NET Framework 3.0 

・Microsoft .NET Framework 3.5 

のいずれかがある場合は、Jupiter2 が動作します。 

しかし、” .NET Framework 4/4.5/4.6”等では Jupiter2 は動作しませんので、

以下の手順で.NET Framework 3.5 をインストールして下さい。 

 

（参考） 

Windows7 には.NET Framework 3.5.1 が、Windows Vista には.NET 

Framework 3.0 が 初からインストールされています。 

Windows8 以降で 初にインストールされているのは.NET Framework 4.x な

ので、Jupiter2 を動かすためには.NET Framework 3.5 のインストールが必要

となります。 
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b) .NET Framework 3.5 をインストールする 

[コントロールパネル]の[プログラムと機能（またはプログラムの追加と削除）]か

ら[Windows の機能の有効化または無効化 ]を開きます。 

".NetFramework3.5(.NET2.0 および 3.0 を含む)" にチェックをつけて有

効にします。自動的に Windows Update を要求してくる場合もありますので、

その場合には画面に従って Windows Update を行ってください。 

2) Jupiter2 プログラム・オフィス版テキストデータベース 

DVD-ROM ルートフォルダの setup-jp2office.exe を実行します。インストール

先フォルダはデフォルトで C ドライブの Jupiter2 フォルダとなっていますが、［参照］

より任意の場所に変更可能です。前年版から継続して使用する場合は、同じフォ

ルダにインストール（上書き）してください。 

インストール中にデータベースファイルの上書き確認がありますが、ユーザー登

録商品 DB を利用している場合以外は上書きを選択ください。 

インストールが完了するとデスクトップ、及び、スタートメニューに Jupiter2 アイコ

ン（ショートカット）が作成されます。 

3)  教育版テキストデータベース 

Jupiter2 教 育 版 をご利 用 の場 合 のみ、DVD-ROM の  Kyouiku フォルダの

jp2kdat.exe を実行します。インストール先の確認がありますので、Jupiter2 イン

ストールフォルダを指定（デフォルト設定であれば C:¥Jupiter2）します。フォルダ

の確認、ファイルの上書き確認がありますので、［はい］を選択します。 

教育版をご利用でない場合、この処理を行うと不具合が発生することがありま

すのでご注意ください。 
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4)  画像データ 

画像データは DVD-ROM の img1 フォルダ、および、col フォルダに収録されてい

ます。DVD-ROM からそのまま読み取ることも可能ですが、ハードディスクにインス

トールすることにより処理速度が向上し、かつ、利用の都度 DVD-ROM をセットす

る必要が無くなります。 

画像データのインストールは、利用しているパソコンの任意の場所にフォルダを

作成し、DVD-ROM の col フォルダと img1 フォルダをフォルダごとコピーします。ハードデ

ィスクの空き容量が 1GB 以上あるドライブを選択してください。また、［環境設定］

（6 節参照）でそのフォルダを指定する必要があります。 

6 節の環境設定例では、C ドライブにインストールした Jupiter2 フォルダに 

CD1 というフォルダを作成して col フォルダと img1 フォルダをインストール（コピー）

したとして説明しています。 

Jupiter2 を前年版より継続してのご利用の場合、前年版の画像データをインス

トールしたフォルダの中身をすべて削除してから新しいデータをインストールしてく

ださい。 

5)  アンインストール 

アンインストールする場合は Jupiter2 をインストールしたフォルダ、画像データを

コ ピ ー し た フ ォ ル ダ を 削 除 し 、 デ ス ク ト ッ プ や ス タ ー ト メ ニ ュ ー に 登 録 さ れ た

Jupiter2 ショートカットアイコンを削除してください。 

6.  Jupiter2 の起動  

Jupiter2 を起動するには、デスクトップまたはスタートメニューの Jupiter2 アイコ

ンをクリックします。拡張子が.ls3、.sb3、.ls、.sb のファイルをダブルクリックして起

動することはできません。 

起動すると下のメインメニュー画面が表示されます。 

 

この部分にバー

ジョン番号が表

示されます。 
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7.  環境設定  

初に［環境設定］を行います。 

デフォルト保存フォルダ  作成したデータを保存する場所を指定します。指定し

ない場合、前回保存した場所が表示されます。 

MDB ファイル 1 Jupiter2 インストールフォルダ→CatalogDB フォルダ

の UserMaster.mdb ファイルを指定します。 

イメージフォルダ 1 Jupiter2 インストールフォルダ→UserImage フォルダ

を指定します。 

MDB ファイル 2 *4 Jupiter2 インストールフォルダ→CatalogDB フォル

ダの UchidaMaster-K.mdb ファイルを指定します。 

イメージフォルダ 2 *4 教育版画像データ保存フォルダを指定。 

MDB ファイル 3 Jupiter2 インストールフォルダ→CatalogDB フォルダ

の UchidaMaster.mdb ファイルを指定します。 

イメージフォルダ 3 オフィス版画像データ保存フォルダを指定。画像デー

タをハードディスクにコピーせずに利 用 する場 合 は、

DVD-ROM ドライブを指定します。 

消費税率  消費税率に変更があった場合に変更します。 

*4 教育版利用の場合のみ指定します。それ以外の場合は空白とします。 

【設定例】 
デフォルトの設定でインストールし、オフィス版画像データを Jupiter2 フォルダに 
CD1 というフォルダを作成してコピーし、保存フォルダは指定しない、とした場合

の環境設定は次の通りとなります。（CD1 フォルダにはオフィス版 DVD の img1 フ

ォルダと col フォルダが入ります。） 

デフォルト保存フォルダ （空白） 

MDB ファイル 1 C:¥Jupiter2¥CatalogDB¥UserMaster.mdb 

イメージフォルダ 1 C:¥Jupiter2¥UserImages 

MDB ファイル 2 （空白）*5 

イメージフォルダ 2 （空白）*5 

MDB ファイル 3 C:¥Jupiter2¥CatalogDB¥UchidaMaster.mdb 

イメージフォルダ 3 C:¥Jupiter2¥CD1 

消費税率  5 

*5 教育版利用で上記の環境に加え、教育画像を CD3 フォルダにコピーしている場合  

 MDB ファイル 2 C:¥Jupiter2¥CatalogDB¥UchidaMaster-k.mdb 
 イメージフォルダ 2 C:¥Jupiter2¥CD3 

となります。（CD3 フォルダの中に教育版 DVD の img1 フォルダと col フォルダが入りま

す） 
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8.  リストの作成・編集  

リストの［新規作成］をクリックすると、ファイル名、保存場所を指定するウインドウ

が表示されるので任意のファイル名を指定します。 

Jupiter2 作成済データを編集する、Venus、Rabbit など他のアプリケーションで作

成したデータを利用する場合は［既存編集］を選択し、「ファイルの選択」ウインドウ

でファイルの種類を選び編集するファイルを指定します。Jupiter2 標準の ls3 形式

のファイル以外の場合、自動的に ls3 形式へ

変 換 （新 規 作 成 ）され変 換 後 のファイルが編

集 されます。変 換 元 のファイルは変 更 されませ

ん。 

入力画面では、「型番」に商品コード（ハイ

フンあり、なしともに可）を入力すると、商品名、価格などの付帯情報が表示されま

す。画像ファイル名が表示されない場合、その商品の画像データが収録されてい

ないことを示します。当初の設定では画像そのものは表示されません。［画像表示］

ボタン（次項参照）で画像表示と画像ファイル名表示が切り替わります。「掛率」は

100%、「数量」は 1 が表示され、掛率・数量を変更すると本体価格、税込金額が

自動計算されます。 

商品コードに対して希望する商品画像が表示されない場合、［商品検索］（次

項参照）で型番検索を行うと別の画像が見つかることもあります。また、［1 行編集］

（次項参照）で別の画像を利用することもできます。 

入力後、カーソルは移動しませんので、マウスやキーボードで次の入力項目を

選択してください。リスト画面で白地の項目は任意の内容に書き換えることができ

ます。また、リスト右端には DB 備考、ユーザー備考欄があり、自由にコメントを記

入することができ、リスト印刷時に「備考」に出力されます。ただし、ユーザー備考

以外は［再参照］（ショートカット説明参照）をすると内容が初期値に戻りますので

ご注意ください。 

ダブルクリック or ［enter］
で入力開始。型番はハイフ

ン無し OK 

数量、掛率変更は自動反映 

クリックで画像表示 

リ ス ト 印 刷 か ら

Excel、PDF 可能 

リスト右端に自由なコメントが書

けて、保存もされるユーザー備考

有り。 

一行編集で別製も

入力可能

見出しの境界をドラッグして幅、

高さ変更可能

［再参照］で選択行を

DB 参照。全行選択で

インポートデータもそのま

ま活用。
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「建物&フロア名」、「部屋名」は任意入力できます。印刷の際に、この部分の入

力内容でグループ化、小計して表示されます。また、サンプルボードに変換した際には

改ページされます。 

【ショートカットボタンの機能】 

［別名保存］ 編集中のリストに別の名前を付けて保存します。 

［上書き保存］ 編集中のリストを上書き保存します。 

［リスト印刷］ 印 刷 プレビュー画 面 が表 示 されます。プレビュー画 面 では画

面表示倍率の変更、表示ウインドウのサイズ変更、印刷の実

行のほか、［保存］からプレビューに表示された形で Excel ファイル、

PDF ファイルへの保存ができます。Excel ファイルに保存した場合、

出力された内容を編集することができます。 

［画像付リスト印刷］ 商品画像付のリストが表示されます。機能はリスト印刷と同じ

です。 

［コピー］ 選択された項目の内容をコピーします。 

［切り取り］ 選択部分の内容を消去します。 

［貼りつけ］ 上記［コピー］、［切り取り］された内容を選択部分に貼りつけま

す。 

［縦複写］ 縦方向に選択された項目の 上部の内容を下の項目に複

写します。 

［行挿入］ 選択された行の上に空白行を挿入します。 

［行削除］ 選択された行を削除します。 

［一行編集］  カタログ掲載外の商品データ、

画像データ・画像を挿入できま

す 。 必 要 項 目 の み の 入 力 で

OK です。画 像 データは参 照

ボタンを押 してローカルデータ

を指定します。画 像データファ

イル以外は入力リスト上でも設

定 で き ま す 。 画 像 デ ー タ は

Jupiter2 データファイルと同じ

場 所 にコピーされ、以 降 画 像

データとセットになっていないと表示できなくなりますのでご注

意ください。 

［選択行の再参照］ 選択行の内容を DB から再読込して初期値にします。他のア

プリケーションから変換したデータの場合、この処理により画像が

表示されるようになります。複数行を選択して一括更新すること

も可能です。大量データの場合、処理完了までに時間がか

かります。 

［全行再計算］ 掛 率 、数 量、本 体 価 格を［貼 り付け］で変 更 した場 合 、自 動

計算されませんのでこのボタンで一括再計算を行います。 

［画像表示］ 入力リスト上での商品画像の表示・非表示をトグル動作で変

更します。 

［閉じる］ リストを閉じます。 
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【その他の機能】 

ファイルメニュー 

エクスポート 

└LS（Jupiter1）書出し： .ls ファイルを出力し、Venus、Rabbit にデータを

取り込むことができます。 

└画像ファイルの書出し： リスト商 品 の画 像 ファイルのみを指 定 するフォルダに

出力します。 

復帰： リスト内容を 後に保存した状態に戻します。 
Jupiter2 は「元に戻す」（ Ctrl+Z ）機能はありません。随時、上書き

保存するなどご対応ください。 
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9.  サンプルボードの作成・編集  

［新規作成］をクリックすると、ファイル名を指定するウインドウが表示されますの

で、場所を確認して任意のファイル名を指定します。 

初に［SB 追加］をクリックしてサンプルボードのフォーマットを選択してサンプ

ルボードページを追加します。選択したサンプルボードのコマ数に従った入力リス

トが表示されます。一つのファイルに複数のサンプルボードフォーマットを入れるこ

とが可能です。リストの入力方法は商品リストの場合と同じです。 

作成済みサンプルボードデータを編集する、または、Jupiter2 で作成したリスト

データを元にサンプルボードを作成する、Venus、Rabbit など他のアプリケーションで

作成したデータを利用する場合は［既存編集］を選択し、「ファイルの選択」ウインド

ウでファイルの種類を選び編集するファイルを指定します。 

Jupiter2 標準の sb3 形式のファイル以外の場合、自動的に sb3 形式へ変換

（新規作成）され変換後のファイルが編集され、変換元のファイルは変更されません。

また、このときサンプルボードフォーマットは自動的にイメージ写真なし・アイテム数

10 個のレイアウトとなり、建物&フロア名、部屋名で改ページされて表示されます。ア

イテム数が 10 個より少ないページでは空白行が挿入されます。また、商品リストの

場合同様、［再参照］を行わないと画像が表示されません。 

フォーマットサンプル 

追加する場所を指定

「イメージ」はリスト商 品 とは

別 に表 示 する雰 囲 気 写 真

などのことです。個 別 商 品

画 像 より大 きくレイアウトさ

れます。 

「アイテム」は 1 頁に表示

する商品画像数  

ヘッダー

イメージ写真

項番  



Jupiter2 Manual 

 11 株式会社  内 田 洋行  

【ショートカットボタンの機能】  商品リストにある機能は省略します 

［SB 追加］ 前項参照  

［SB 変更］ サンプルボードのフォーマットを変更します。対象のサンプルボードを選択してボ

数

以

下

に

な

る

よ

う

に

変更しておく必要があります。変更後のアイテム数を超えるアイ

テム数があった場合、そのデータは削除され、元に戻せません。 

［SB 削除］ 選択したサンプルボードを削除します。そのサンプルボードに

含まれるリストデータも削除されますのでご注意ください。 

変 更 するサンプルボード

を選択して［SB 変更］を

クリック 

サンプルボードページごとに

白とピンクの背景で表示  

サンプルボードページのレ

イアウトパターンを表示  

イメージ写 真 指 定 、

ヘッダー情報編集  

サンプルボードレイア

ウトパターン変更  



Jupiter2 Manual 

 12 株式会社  内 田 洋行  

［イメージ編集］ イメージ付サンプルボードを選択した場合、このウインドウでイ

メージ写真を指定します。イメージ検索から、カタログページ

を指 定 して希 望 の画 像 を選 択 、あるいは、参照 ボタンにより

手持ちの画像データを利用することも可能です。ユーザー備

考に入力した内容が画像の下に表示されますので、コメント

などがある場合に利用ください。イメージ無しの場合もヘッダー

情報はここで指定します。 

［A3（A4）印刷］ サンプルボードを A3、または、A4 フォーマットで印刷プレビューしま

す。プレビュー画面から印刷、および、Excel ファイル、PDF ファ

イルでの保存もできます。 
Excel ファイルに出力した場合、一枚のサンプルボードが一

つのワークシートに出力され、複数ページのサンプルボードが

ある場合は、ワークシートがそのページ枚数分出力されます。

大量のサンプルボードをＥｘｃｅｌ出力すると、そのファイルが開

けなくなることがありますのでご注意ください。目安として、最

大 20 枚程度とすることをお勧めします。 
Excel から印刷する場合、複数ワークシートを選択して印刷

することにより、サンプルボードの全ページを一度に印刷する

ことができます。 

コメントが入力できます 

指 定 したイメージが

表示されます 

ヘ ッ ダ ー 情 報 を

指定します。 ［参 照 ］からローカルにあ

る画像データを指定する

ことができます。 

［イメージ検 索 ］からカタロ

グ画像を検索できます。 

サンプルボード枚 数 分 のワー

クシートが出力されます 
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［項番に連番 ...］ 選択された項番に連番を振ります。 

［選択行を上、下］ 選択している行を上、あるいは、下に移動します。複数行選

択にも対応しています。また、サンプルボードページをまたいだ移

動も可能。 

10.  ユーザーデータ登録・編集  

定番的に利用されるウチダカタログ商品以外のオリジナル商品をデータベース

登録して利用することができます。ただし、作成した ls3 ファイル、sb3 ファイルを他

の人とやりとりした場合、正しく表示できませんのでご注意ください。 

【ユーザーデータ登録】 

1) リスト入力、または、サンプルボード入力画面で［一行編集］をクリック。または、

メインメニュー画面の［商品イメージ検索］より、［DB 登録］をクリックします。 

2) 商品情報を入力し［ユーザ DB（DB1）に新規登録］でユーザ DB に登録され

ます 
【注意】同じ型番がすでに登録されていると登録できません 

3) 画像ファイルは環境設定のイメージフォルダ１で設定されたフォルダにコピーさ

れます。（同時名前のファイルがあるときは上書き確認されます） 

4) 登録した型番をリストで入力すると，ユーザ DB に登録された情報が呼び出さ

れます。 
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【ユーザーデータ編集】 
メインメニューの［商品イメージ検索］、または、リスト入力画面、サンプルボード入

力画面の［商品検索］で対象型番を入力し、検索条件の「DB」欄を「DB-1 のみ」

として検索を実行します。該当商品を選択して情報修正を行い、［DB1 に変更を

登録］で修正された情報が登録されます。画像を修正した場合は、新規登録同

様に画像ファイルがイメージフォルダ１で設定されたフォルダにコピーされます。 

【ユーザーデータ削除】 
リスト入力画面、サンプルボード入力画面の［商品検索］、または、メインメニュー

［商品イメージ検索］で対象型番を入力し、検索条件の「DB」欄を「DB-1 のみ」と

して検索を実行し、対象商品情報を表示し［DB1 から削除］で削除が実行されま

す。 

【他の商品情報を流用して登録】 
リスト入力、サンプルボード入力画面で流用する商品の型番を入力して［1 行編

集］をクリックします。必要な情報の修正を行い、型番をオリジナルのものに変更し

て［DB1 に登録］します。 
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11.  Ｑ＆Ａ 
 
・メインメニューにボタンが表示されない 
 Ｗｉｎｄｏｗs の文字サイズの設定が大きいと、ウインドウからボタンがはみ出

してしまいます。 

 →【Win7】デスクトップを右クリック＞「画面の解像度」＞「テキストやその他 

  の項目の大きさの変更」で「小」を選ぶ。 

 

・新商品が表示されない／商品の価格やカタログページ数が古い 
 新しいデータがインストールされていません。 

 画像ファイルをコピーするだけでは商品情報は更新されません。インスト

ールプログラムでプログラムとデータをインストールして下さい。 

 または、古いバージョンと別にインストールして、デスクトップのショートカッ

トから起動したものが古いバージョンなことも考えられます。 

 環境設定のファイルパスを確認してください。Ｊｕｐｉｔｅｒ２を一旦アンインスト

ールして Jupiter2 フォルダ（通常は C:\Jupiter2）を削除してから改めてイン

ストールし直してもよいでしょう。 

 

・従来の商品は大丈夫だが新商品の写真が表示されない 
 インストールプログラムでインストールされるのは商品の文字情報のみで

す。画像ファイルは DVD から手作業で PC にコピーし、その場所（ファイル

パス）を環境設定で設定する必要があります。 

 画像ファイルは大量なので、ファイルコピーが途中で失敗する場合もあり

ます。その場合は一度にまとめてコピーせずに、フォルダ内の細かい単位

で何回かに分けてコピーを行って下さい。 

 

・「HRESULT 例外エラー 0x8007007e」 
 Jupiter2 を起動するときにメインメニューが正常に表示されず上記のエラ

ーが出る場合は、必要なバージョンの.NET Framework が設定されていま

せん。インストールを行って下さい。 
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12.  お問合せ 

Jupiter2 についてのお問合せは、e メール、FAX にて対応させていただいており

ます。但し、ご返答までにお時間をいただくこともありますのでご了承願います。 

お問 い合 せの際 は、 Jupiter2 のバージョン、症 状 、内 容 、及 び、ご利 用 環 境

（Windows や Excel のバージョン）なども合わせてお知らせ下さい。 

 

e メール jupiter@uchida.co.jp 
FAX 03-3555-6490 

 

 

 


